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経内分泌国際学会で発表した（Ito et al. 2010）。
Ｄ　排卵機構の性差形成とエストロゲン受容体
　正常な生殖機能の発達はストレスに対し強いものとなる。
齧歯類において生殖機能の性分化は周生期のエストロゲン
によって制御されており、エストロゲン受容体（ER）の発
現は重要な因子である。ERのサブタイプにはERαとERβ
があるが、性分化における役割は明らかではなく、その点
を明らかにするために、ERα、ERβのそれぞれの作動剤
であるPPTとDPNを出生５日の雌ラットに投与し、膣の開
口日と性周期、雌特有の行動であるロードーシスを調べた。
その結果、PPT投与で膣開口が早められ、性周期異常、ロー
ドーシス低下がみられたが、DPN投与では高濃度の場合の
性周期に少し異常がでたのみであった。これらの結果から、
末梢生殖器系の発達、脳における性周期制御機構とロー
ドーシス発現機構の雄性化にはERαが主な役割を担って
いることが明らかになリ論文として掲載された（Kanaya 
and Yamanouchi,. 2012）。
Ｅ　研究結果公表のシンポジウム開催
　第17回「性と生殖」公開シンポジウム「エストロゲンと
本能行動」、国際会議場井深ホール：2011年12月４日。
　第19回「性と生殖」公開シンポジウム「セロトニン神経
系の機能と神経新生」、国際会議場第二会議室、2012年12月
22日
